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協会けんぽ（全国健康保険協会）は、主に中小企業の従業
員と家族が加入する健康保険です。平成20年に政府管掌健
康保険を引継いで設立されました。全国で約4000万人、うち
岩手支部で約37万人の方が加入しています。

＜本件に関するお問い合わせ＞
全国健康保険協会岩手支部
企画総務部 小野
〒020-8508 盛岡市中央通1-7-25
朝日生命盛岡中央通ビル2階
ＴＥＬ：019-604-9018 ＦＡＸ：019-604-9117

全国健康保険協会岩手支部と岩手産業保健総合支援センターとが
働く世代の健康づくりの推進に向けた包括的事業連携を締結しました

全国健康保険協会岩手支部（支部長 澤 正光）と岩手産業保健総合支援センター（所長 本
間 博）とが働く世代の健康づくりの推進に向けた包括的事業連携に関する協定を締結しました。
本協定はメンタルヘルス対策に関することなど5項目に連携して取り組み、働く世代の健康づくり
推進を図ることが目的です。
３～４ページの通り、傷病手当金の支給件数割合は「メンタル不調」にかかる傷病が３割を占め
ており、年々増加傾向にあります。この問題への対応を強化するため、メンタルヘルス対策につい
て専門的な知見を有する岩手産業保健総合支援センターと連携します。
今後、本協定に基づき、相互が持つ資源を有効に活用して、各種事業を連携して岩手県内の働
く世代のより一層の健康的な生活の実現を図れるよう推進してまいります。

■ 日付

令和７年３月１７日 （月）

■ 場所

朝日生命盛岡中央通ビル２階 会議室B （盛岡市中央通1-7-25）

■ 出席者

全国健康保険協会岩手支部 支部長 澤 正光

独立行政法人労働者健康安全機構
岩手産業保健総合支援センター 所長 本間 博

■ 連携項目

（１）健康管理、健康づくりの推進に関すること
（２）メンタルヘルス対策に関すること
（３）治療と仕事の両立支援に関すること
（４）健康経営※の普及に関すること
（５）その他前条の目的を達成するために必要な事項に関すること
※「健康経営」はNPO法人健康経営研究会の登録商標です。
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協会けんぽの概要

〇全国健康保険協会とは

主に中小企業を対象とした医療保険を運営し、「働くひとの医療保険の最後の受皿」として、加入す

る従業員とその家族の“健康”と“安心”を守り、加入者の方々の利益を実現することを使命としてい

ます。

本部

都道府県支部
（全国４７か所）

運営委員会
事業主・被保険者・
学識経験者で構成

評議会
地域の事業主・被保険者・学

識経験者で構成

本部

＜支部単位で地域の実情を踏まえ事業を実施＞

保険給付 保健事業

健全な財政運営

● 256万事業所、3,944万人（国民の3.2人に１人）が加入する日本最大の保険者。

● 中小・小規模企業が多く、事業所全体の約８割が従業員９人以下。

〇協会けんぽの運営体制

本部及び４７都道府県ごとに支部があり、支部単位で地域の実情に応じた取組を実施しています。

2



Ｐｒｅｓｓ Ｒｅｌｅａｓｅ

【参考データ１】

■岩手支部における傷病手当金支給件数割合

協会けんぽ岩手支部において令和５年１０月に支給した傷病別の傷病手当金支給件数割合は、うつ病などの「精

神および行動の障害」が約３０％と最も高く、次に「新生物」が17％、「循環器系の疾患」が10％となります。また、全

国の支給件数割合も同様に「精神および行動の障害」が最も高い割合となっています。

精神及び行動の障害
30%

新生物
17%

循環器系の疾患
10%

特殊目的用コード
9%

筋骨格系及び結合

組織の疾患
8%

損傷、中毒及

びその他の外

因の影響
5%

妊娠、分娩

及び産じょく
5%

消化器系の疾患
3%

神経系の疾患
3%

その他
10%

岩手支部における傷病手当金支給件数構成割合
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全国における傷病手当金支給件数構成割合

（参考）令和５年度現金給付受給者状況調査報告より【調査対象：令和５年１０月の傷病手当金受給者全員】 3
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【参考データ２】

■岩手支部における傷病手当金支給件数割合経年推移

岩手支部において、平成２９年から令和３年にかけて、「精神および行動の障害」による申請割合が８．２１％ポイ

ント増えています。全国においても、同様に増加傾向にあります。（令和４年度は新型コロナウィルス等による申請

件数が増加した影響が大きかったため、それ以前５年間の推移を参考としました。）
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岩手支部における傷病手当金支給件数構成割合経年推移
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全国における傷病手当金支給件数構成割合経年推移
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（参考）現金給付受給者状況調査報告より（H２９～R３年度）【調査対象：各年１０月の傷病手当金受給者全員】 4
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（写真左より）
樋澤 正光 （全国健康保険協会 岩手支部長）
本間 博（岩手産業保健総合支援センター 所長）
（※敬称略）

【協定式の様子】


